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今と未来のインタビュー
時代の立役者と
　　　　未来を担う若者

13 ―

阿
あ べ

部 直
な お き

樹
1952 年生まれ。

社会福祉協議会会長。

趣味は仕事とカラオケのほか、

最近はバラの栽培にも挑戦して

いる。

阿部さんは猿払村のご出身で、浜
頓別高校を卒業後、新聞社が学費
を立て替える「新聞奨学金制度」
を利用して上京し、新聞配達をし
ながら学校に通い、建築を学びま
した。26 歳で猿払村に帰郷し、浜
頓別町の土木会社に勤めたのち「起
業したほうが夢がある」と考え、
昔からの夢であった起業を決意。
平成元年に「有限会社ホクエイ」
を設立し、現在に至ります。

会社の設立当初は忙しさに追われ
る日々だったと語る阿部さん。東
京で学んだ知識や土木会社での就
業経験のおかげで実務で躓くこと
は少なかったものの、人手が足り
ていなかったため、漁師の友人に
声をかけ、その日の漁が終わった
後に手伝いに来てもらうことも
あったそうです。「とにかく良い仕

事をすることを第一に考え、人の
３倍働こうと無我夢中で取り組ん
できました。新しいものに目を向
け、これからも挑戦し続けたいで
す」と振り返ります。

そんな阿部さんの思う猿払村の良
い部分は「高齢者向けの福祉が充
実しているところ」だそうです。
しかし、年々子どもの数が減り、
にぎやかさが失われることに寂し
さを感じているとのこと。

これからの村を担う若い世代に向
けて「夢は叶わないものではなく、
叶えることができるものです。そ
のための努力は大変ですが、頑張
れば良い方向に進みます。皆さん
の人生の先には、広い世界がある
ということを知ってほしいです」
とメッセージをおくりました。

人生の先には、広い世界があるということを知ってほしい

大
おおしま

嶋 柊
しゅうか

花
拓心中学校３年生。

洋楽が好き。気に入った単

語や歌詞のフレーズを書き

取り、英語の学習に繋げて

いる。

大嶋さんがこれまでの中学校生活
で最も成長したと思う部分は「自
分から勉強をすること」だそうで
す。元々は積極的に勉強をする方
ではなかったそうですが、しっか
りと取り組む人との成績の差に焦
りを覚え、少しずつ自主的に取り
組むようになっていったのだそ
う。「勉強をしていなかったころと
比べると成績が上がりました」と
自身の成長を噛みしめました。

大嶋さんの将来の夢は「海外で人
の役に立つ仕事に就くこと」だそ
うです。好きな Youtuber の「何
事にも挑戦してみよう」という言
葉をきっかけに、元々興味があっ
た海外移住の夢を叶えることを決
意し、現在は留学コースのある高
校への進学へ向けた勉強に取り組
んでいるとのこと。他にも、海外

のユーザーと繋がることができる
アプリをとおしてそれぞれの言語
を教え合ったり、友人として交流
するなど、受験勉強の枠を超えた
様々な活動をしているのだそう。
「イギリス人の友人は些細なこと
で私を褒めてくれたり、背中を押
してくれます。世界に通用する英
語を身に付け、いつか友人たちに
会いに行ったり、憧れていた場所
に行ってみたいです」と将来の目
標を語ります。

インタビューの最後には「反抗期
で色々な人に迷惑をかけてしまう
こともあったので、人を困らせる
ことのない、強い女性になれるよ
うに頑張りたいです」と、将来の
自分にむけて力強いメッセージを
おくりました。

しっかりと切り替えができる人間になりたい


